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平成 31 年度の当初予算概要
一般会計予算　199 億 7,400 万円 復旧・復興予算　約 47 億円

そのほかの予算　約 153 億円

公債費　12 億 9,708 万円
（6.5％）〔前年＋ 1.0%〕

そ

その他　13 億 3,768 万円
（6.8％）〔前年＋ 22.6%〕
消防費、商工費、議会費など

　平成 31 年度一般会計の当初
予算は前年度に比べて、復興の
総仕上げなどの事業により、7
億 5,900 万円の増（前年度比
4.0％増）となっており、地域
の実態に応じ、魅力あるまちづ
くりを進めていくための諸施策
を実施する予算です。
　ここでは、目的別に、主な事
業を紹介します。

各予算の事業の
紹 介 で ( 新 ) と
なっているもの
は、 新 規 事 業
( 平成 30 年度当
初予算にない事
業 ) になってい
るよ。

土木費
●尾浜地区復興交流広場整備事業
6 億 4,291 万円
　「子どもたちが遊び、人が集い、交流できる憩
　いの場」をコンセプトとした「尾浜地区復興交
　流広場」を整備します。

●防災・震災対策道路事業
13 億 1,710 万円
　市内沿岸部の各地区間を結び救援活動などので
　きる道路や高台などへの移動をスムーズに行え
　る道路の整備を、2020 年度末までに完了させ
　るよう進めていきます。

●（新）復興市民市場整備事業　
2 億 8,541 万円
　第一次産業の風評払しょくや、観光交流人口の拡大
　を図るため、復興市民市場を整備します。　

●有害鳥獣捕獲事業
1,670 万円
　平成 30 年 11 月に初
　野射撃場が竣工しまし
　た。
　当施設を活用し、農作
　物被害の減少、猟友会
　員数の増加と人材育成、
　射撃技術向上を推進し
　ていきます。

●漁業集落防災機能強化事業（岩子地区護岸整備）　
6,998 万円

農林水産費

歳出内訳
（目的別）

（％は構成比）
〔％は前年比〕

平成 30 年 10 月撮影

建設予定地

民生費　46 億 6,374 万円
（23.3％）〔前年＋ 1.2%〕
子育て支援、高齢者・障がい者支援、
生活保護費、被災者支援など

土木費　46 億 6,149 万円
（23.3％）〔前年△ 0.7%〕
道路や公園、市営住宅などの
整備・維持管理など

教育費　28 億 3,206 万円
（14.2％）〔前年＋ 22.4%〕
学校教育・生涯学習の充実
スポーツ施設の管理経費など

衛生費　20 億 346 万円
（10.0％）〔前年＋ 4.5%〕
環境保全、疾病予防、
健康増進など

総務費　16 億 8,309 万円
（8.4％）〔前年△ 13.8%〕
税務、戸籍管理、選挙など

農林水産業費　
14 億 9,540 万円
（7.5％）〔前年＋ 10.5%〕
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●問い合わせ先　財政課（☎ 37-2123）

衛生費
●不妊治療対策事業（こうのとりサポート）
400 万円
　不妊治療（保険適用外）、不育
　治療を受けられた夫婦に対し、
　検査や治療に要する経費の一部
　を助成します。

●公立相馬総合病院への負担金　
4 億 6,976 万円

●（新）子ども科学フェスティバル事業　
70 万円
　地域の指導者、教員、市民や
　地域の企業、行政が一体とな
　って、子どもたちに科学の楽
　しさ、魅力を伝えるイベント
　を開催します。　
●（新）日立木小学校校舎改修事業
3 億 3,683 万円
　日立木小学校校舎を、2 カ年にかけて改修します。

●（新）（仮称）スポーツアリーナそうま第二体育館
整備事業
4 億 8,280 万円
　旧市民プール跡地に
　（仮称）スポーツアリ
　ーナそうま第二体育
　館を整備します。

教育費

●学校給食無料化事業
1 億 8,473 万円

民生費
●（新）高齢者熱中症対策事業　
140 万円
　高齢者に対する熱中症対策のため、高齢者のい
　る市民税非課税世帯のうち、冷房器具を設置し
　ていない世帯に対し、購入や設置に必要な費用
　の一部を助成します。

●（新）放課後児童クラブ整備事業（日立木小）
2,527 万円
　日立木小学校の校舎改修事業と併せて、放課後
　児童クラブを改修・整備します。

公債費
●公債費元利金償還金
12 億 9,708 万円

●原子力災害健康対策事業
7,486 万円
　放射能に対する市民の健康不安の解消と将来にわ
　たる健康管理のため、外部・内部被ばく測定など
　を実施します。

総務費
●おでかけミニバス運行経費　
2,247 万円
　65 歳以上の高齢者の移動手段の確保と中心市街
　地の活性化のためのおでかけミニバスは、平成 30
　年 12 月より、週１回から週 2 回への運行と、全
　19 ルートから全 21 ルートに拡大しました。

●（新）参議院議員選挙事業
1,976 万円
●（新）県議会議員選挙事業　　
1,692 万円
●（新）市議会議員選挙事業　　
4,331 万円

その他
消防費、商工費、議会費など

●消防施設整備事業
3,181 万円
　消防ポンプ自動車などの整備
●相馬まちづくりプレミアム商品券への補助　
1,500 万円
●議会運営経費
1 億 4,420 万円 次のページには、歳入や特別会計などを掲載しています。

完成イメージ図
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使用料・手数料・財産収入など
8 億 259 万円（4.1％）〔前年＋ 16.8%〕

地方譲与税など　
9 億 4,602 万円
（4.7％）〔前年＋ 0.4%〕
国が集めたガソリン税や自
動車重量税、消費税などか
ら、一定の基準により配分
されたお金

市債　9 億 3,330 万円
（4.7％）〔前年△ 28.5%〕
金融機関などから借り入れる市の借金

一般会計当初予算額の推移

特別会計予算

特別会計名 予算額 前年度比

国民健康保険 37 億 4,100 万円 △ 1.8％

後期高齢者医療 4 億 800 万円 △ 1.4％

介護保険 37 億 626 万円 5.2％

公共下水道 12 億 3,916 万円 △ 10.9％

農業集落排水 3,606 万円 1.2％

光陽地区造成 11 億 4,600 万円 △ 10.2％

合計 102 億 7,648 万円 △ 1.7％

　国・県支出金や地方交
付税のうち震災復興特別
交付税が増額となってお
り、全体額が前年度に比
べて増額の予算となりま
した。
　市税では、個人市民税、
固定資産税の前年比増に
より、市税全体として前
年度と同程度の額を見込
んでいます。
　金融機関などから借り
入れる市債は、旧庁舎解
体完了のため減額となり
ました。

一般会計
歳入予算

諸収入　2 億 3,715 万円
（1.2％）〔前年△ 1.1%〕

歳入内訳
（％は構成比）
〔％は前年比〕

そ

　今年度の復旧・復興事業に
関連する予算は、前年度の
約 37 億円から 10 億円増額
となり、約 47 億円となって
います。予算に占める割合は、
23.5％です。
　復興市民市場の建設や尾浜
地区復興交流広場の整備など
により、大きな増額となって
います。
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地方交付税　40 億 9,022 万円
（20.5％）〔前年＋ 12.9%〕
税収の多い少ないに関わらず、どの自治
体でも一定の行政サービスができるよう
に国から交付されるお金

繰入金　44 億 4,358 万円
（22.2％）〔前年＋ 0.6%〕
他の会計や特定の目的に積み立
てた基金などから充てる資金

国・県支出金　
37 億 4,628 万円
（18.7％）〔前年＋ 14.7%〕
国・県からの負担金・補助金など

市税　47 億 7,486 万円
（23.9％）〔前年＋ 0.9%〕
市民の皆さんや会社が納める税金
　市民税　21 億 657 万円
　固定資産税　22 億 6,419 万円など

特別会計は、特定の事業を行う
ために、一般会計とは財布を分
けて管理しています。


